
  

 

  

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

進学・進級に向け、目標等の再確認を！その際、大切なのは「プラス思考」！！ 
 

校長 田 中 孝 二 

１ 歴史上の多くの先輩（偉人）たちが、我々に残してくれた言葉（類似の言葉も多数） 

 

 

 

 

 

 例えば、最初の思考が「自分にはよいところがある」と思うか「ない」と思うか。 

           「困っている人を助けよう」と思うか「自分には関係ない」と思うか。 

⇒次に出てくる言葉が行動、習慣、性格とつながり、いずれは運命となるので、プラス思考でスタートしよ 

う、ということです。 
 

２ 「人生・仕事の結果＝熱意×能力×考え方」 

 この言葉は、京セラの創業者で、現在は日本航空（ＪＡＬ）の名誉会長となってい 

る稲盛和夫氏によるもの。上記１と同じく、プラス思考の大切さを教えてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

各教科や道徳、総合的な学習の時間などで身に付けた「学びに向かう力・人間性」や「思考力・判断力・

表現力」等が「プラスの方向に向かう３月」にしていきましょう！ 
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人生や仕事の結果は、熱意・能力と考え方の 3つの要素の掛け算で決まる！ 

人生・仕事の結果＝熱意×能力×考え方 

 

 

熱意・能力：それぞれ 0点から 100点まである。これらを掛け算するので、 

・「能力を鼻にかけ努力を怠った人」よりは、 

・「自分には普通の能力しかないと思って、誰よりも努力した人」の方が、 

はるかに素晴らしい結果を残すこともある。 

考 え 方：熱意・能力に考え方を掛ける。考え方とは生きる姿勢であり、マイナス 100点からプラ

ス 100点まである。 

考え方しだいで人生や仕事の結果は 180度変わってくる！ 

Be careful of your thoughts, for your thoughts become your words; 

Be careful of your words, for your words become your deeds; 

Be careful of your deeds, for your deeds become your habits; 

Be careful of your habits; for your habits become your character; 

Be careful of your character, for your character becomes your destiny. 

（間にある forは接続詞で「なぜなら」という意味） 

思考に気をつけなさい、それはいつか言葉になるから。 

言葉に気をつけなさい、それはいつか行動になるから。 

行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから。 

習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから。 

性格に気をつけなさい、それはいつか運命になるから。 

マイナス 100点～プラス 100点 それぞれ 0点～100点 

【一斉専門委員会でのプラス思考の話合い】 



  

 

 

 

 

 

  

３月の行事予定 

１ 月 給食費等口座振替日 

２ 火  

３ 水 公立高校学力検査 

４ 木 公立高校面接 ２年スキー学習 放課後学習会 

５ 金 生徒総会 

６ 土 
ふるさとこども美術展表彰式 木田金次郎美術館 
ふるさとこども美術展～２１日    〃  

７ 日  

８ 月 生徒会役員選挙 スクールカウンセラー来校日 

９ 火 ３年スキー学習 

１０ 水 ３年生を送る会 

１１ 木 同窓会入会式 放課後学習会 

１２ 金 卒業式総練習 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月 令和２年度第７４回卒業証書授与式 

１６ 火 公立高校合格発表 

１７ 水 
公立高校追検査 １年生授業参観 
清掃週間～２３日 スクールカウンセラー来校日 

１８ 木 職員会議 

１９ 金 ２年生授業参観 

２０ 土 春分の日 

２１ 日  

２２ 月  

２３ 火  

２４ 水 修了式 離任式 

２５ 木 春休み～４月５日（始業式４月６日） 

２６ 金 バスケットボール全道新人大会南大会（千歳）～28日  

２７ 土  

２８ 日  

29 月  

30 火  

3１ 水  

 
  
 

 

 

  
  

 

卒業シーズンによく聞かれる言葉です。 

自分の殻（から）を破って、新たな旅立ちをし

ようとする人（子ども等）と、導く側の人（親や

教師等）との関係を表すもので、「啐啄（そったく）

同時」という禅の言葉からきているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

３年生だけでなく、全ての生徒が進学・進級に

あたり、期待や不安を同時に抱えながら「自分の

殻を破ろう」としているこの時期。 
  

子ども一人一人の「啐」のペースに合わせて、

学校と家庭が連携を図って、「啄」を行っていき

たいと思います。 

１月から開始した放課後の自習と講座。 

① 各自、教材やプリント等を持ち込んでの自習 

② ＰＣを使った「eラーニング」での自習 

③ 英語の講座 

を行っています。 
  

引き続き、参加する生徒は、保護者の承諾の下、学級

に掲示している名簿で申し込みをしてください。（詳細

は別途案内します。） 

【第６回の予定】  

日時：３月４日（木）  14:50～16:30 

内容：左記①、②、③ 
 

【第７回の予定】 

日時：３月 11日（木） 14:50～16:30 

内容：左記①、③ 

← 第３回のジョン 

先生による英語の 

講座 

「啐（そつ）」とは： 

雛（ひな）が自分で生まれてくるために、

内側から自分のくちばしで、少しずつ時間を

かけて卵の殻をつつき、自分で殻を割ってい

くこと。 
 

「啄（たく）」とは： 

親鳥が雛のペースに合わ 

せて、それを応援する意味 

で、外側から殻をつつくこと。 
 

「啐啄（そったく）同時」とは： 

親鳥と雛のタイミングが合うと、雛がスム

ーズに卵から出てこられる、という意味。子

どもが「出よう」としている時を見計らい、

導く側の大人がサポートする。 

この時、雛がまだつつこうとしていないの

に、親鳥が先につついて殻を破ってしまって

は、雛は生まれられない。そのタイミングが

大事で、早すぎてもダメ、遅すぎてもダメ、

ということ。 

「啐啄（そったく）」 


